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1. 平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 2,143 18.8 344 230.2 358 195.3 182 209.0

21年12月期第２四半期 1,804 ― 104 ― 121 ― 59 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 31. 03 ―

21年12月期第２四半期 10. 03 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 9,353 7,173 76.7 1,225. 19

21年12月期 8,355 7,070 84.6 1,200. 86

(参考) 自己資本 22年12月期第２四半期 7,173百万円 21年12月期 7,070百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0. 00 ― 10. 00 10. 00

22年12月期 ― 0. 00

22年12月期(予想) ― 10. 00 10. 00

3. 平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,200 38.4 460 408.4 490 248.3 270 227.7 46. 01

開示用
財務会計２ＣＭ

開示用
JASDAQ PNG



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

   この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終

了していません。 

  

 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異な

る可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に

ついては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ

さい。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期２Ｑ 6,392,736株 21年12月期 6,392,736株

② 期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 537,608株 21年12月期 504,488株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 5,881,408株 21年12月期２Ｑ 5,889,322株

 ※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
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当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用情勢に厳しさが残るものの、海外経済の改善や

緊急経済対策の効果などを背景に、輸出の緩やかな増加や企業収益の改善及び設備投資の下げ止まりな

ど、景気回復の兆しが見られました。 

一方、アメリカ・ヨーロッパを中心とした景気の下振れ懸念、金融資本市場の変動やデフレの影響な

ど、景気を下押しするリスクや雇用情勢の悪化懸念が残る中、世界経済は依然として不透明な状況が続き

ました。 

このような状況下、当グループにおきましては、主に中国の旺盛な設備投資需要を中心に、省エネ化・

環境関連設備需要にも対応し、国内外における積極的な営業活動の結果、受注高が2,806百万円（前年同

四半期比246.9％増）、受注残高2,880百万円（前年同四半期比116.8％増）、生産高は2,379百万円（前年

同四半期比107.8％増）となり、受注環境・生産活動ともに、回復基調で推移しました。 

当第２四半期連結累計期間の当グループの営業成績といたしましては、受注獲得が順調なことから、売

上高はほぼ計画通り2,143百万円（前年同四半期比18.8％増）となりました。また、利益面につきまして

は、売上高の順調な増加と生産活動の効率化などによる原価率改善に加え、適格退職年金制度から確定給

付企業年金制度への移行に伴う退職給付費用の減額により、営業利益は344百万円（前年同四半期比

230.2％増）、経常利益は358百万円（前年同四半期比195.3％増）となり、四半期純利益は182百万円（前

年同四半期比209.0％増）となりました。 

  

当グループは、モーター用巻線設備の開発、設計・製造、販売を行っており、事業の種類別では一つの

セグメントに属しております。従いまして、事業の種類別セグメント情報の開示は行っておりません。 

なお、当グループの所在地別セグメント業績は、次のとおりであります。 

 日本（当社及び国内連結子会社１社）での売上高は2,025百万円（前年同四半期比20.3％増）、北米

（在外連結子会社１社）での売上高は118百万円（前年同四半期比2.1％減）となりました。また、当グル

ープの海外売上高の合計は885百万円で、連結売上高に占める海外売上高の割合は41.3％となりました。 

  

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて14.5％増加し、7,926百万円となりました。これは主

に、受取手形及び売掛金が783百万円、商品及び製品が180百万円増加し、未収還付法人税等が

91百万円減少したこと等によるものであります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.5％減少し、1,426百万円となりました。この結果、

資産合計は、前連結会計年度末に比べて11.9％増加し、9,353百万円となりました。 

  

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて109.5％増加し、1,763百万円となりました。これは主

に、支払手形及び買掛金が121百万円、未払法人税等が203百万円及び前受金が577百万円それぞ

れ増加したこと等によるものであります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて6.1％減少し、415百万円となりました。この結果、負

債合計は、前連結会計年度末に比べて69.6％増加し、2,179百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、7,173百万円となりました。これは主

に、四半期純利益等の計上による利益剰余金123百万円の増加と、自己株式を21百万円取得した

こと等によるものであります。 

  

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前

連結会計年度末に比べ103百万円（13.6％）増加し、864百万円となりました。  

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は前年同四半期に比べ625百万円（74.6％）減少し、213百万円

となりました。収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益351百万円、仕入債務の増加額

123百万円及び前受金の増加額576百万円等であります。また、支出の主な内訳は、売上債権の

増加額782百万円、たな卸資産の増加額132百万円等であります。 

  

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は前年同四半期に比べ1,065百万円（96.8％）減少し、35百万

円となりました。収入の主な内訳は定期預金の満期払戻し（純額）400百万円等であります。

また、支出の主な内訳は、有価証券（譲渡性預金）の取得・償還による純支出400百万円、有

形固定資産の取得による支出21百万円等であります。 

  

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は前年同四半期に比べ37百万円（31.8％）減少し、79百万円と

なりました。主な内訳は、自己株式の取得による支出21百万円、配当金の支払額58百万円等で

あります。 

  

世界経済では依然として不透明な状況が続く中、足元では国内企業収益の改善や設備投資の下げ止ま

りなど、景気回復の兆しが見られました。 

 このような状況下、当グループにおきましては、国内外における積極的な営業活動と生産活動の効率

化による原価率の改善により、受注・生産ともに好調に推移いたしました。 

 これらの状況を踏まえ、平成22年２月12日付で公表した通期業績予想値については、今般修正させて

いただくことといたしました。詳細は、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧くださ

い。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

㈱小田原エンジニアリング（6149）平成22年12月期　第２四半期決算短信

－3－



 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,661,996 1,958,869

受取手形及び売掛金 1,238,346 455,031

有価証券 3,762,527 3,362,473

商品及び製品 461,867 281,283

仕掛品 553,467 602,710

原材料及び貯蔵品 32,881 31,020

未収還付法人税等 29 91,550

繰延税金資産 172,904 124,071

その他 49,166 15,724

貸倒引当金 △6,645 △408

流動資産合計 7,926,542 6,922,327

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 840,625 834,952

減価償却累計額 △633,736 △620,572

建物及び構築物（純額） 206,889 214,379

機械装置及び運搬具 653,599 646,964

減価償却累計額 △536,301 △527,995

機械装置及び運搬具（純額） 117,297 118,969

工具、器具及び備品 306,680 302,555

減価償却累計額 △288,556 △281,677

工具、器具及び備品（純額） 18,123 20,878

土地 745,273 748,950

有形固定資産合計 1,087,583 1,103,177

無形固定資産

ソフトウエア 9,944 6,759

ソフトウエア仮勘定 22,806 10,694

電話加入権 2,179 2,179

無形固定資産合計 34,930 19,633

投資その他の資産

投資有価証券 120,140 136,397

前払年金費用 18,565 －

繰延税金資産 147,516 159,737

その他 17,847 14,613

投資その他の資産合計 304,070 310,748

固定資産合計 1,426,584 1,433,559

資産合計 9,353,126 8,355,887
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 569,022 447,182

短期借入金 1,265 1,200

未払金 94,828 54,993

未払法人税等 204,968 1,314

前受金 782,374 205,347

賞与引当金 25,795 21,455

アフターサービス引当金 36,304 32,602

その他 49,228 77,883

流動負債合計 1,763,786 841,979

固定負債

長期借入金 776 1,372

繰延税金負債 1,395 1,975

退職給付引当金 118,349 183,356

役員退職慰労引当金 295,200 256,217

固定負債合計 415,721 442,921

負債合計 2,179,508 1,284,901

純資産の部

株主資本

資本金 1,250,816 1,250,816

資本剰余金 1,580,813 1,580,813

利益剰余金 4,937,820 4,814,185

自己株式 △420,035 △398,878

株主資本合計 7,349,415 7,246,937

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,104 29,960

繰延ヘッジ損益 △92 －

為替換算調整勘定 △197,809 △205,911

評価・換算差額等合計 △175,797 △175,951

純資産合計 7,173,618 7,070,986

負債純資産合計 9,353,126 8,355,887
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 1,804,288 2,143,932

売上原価 1,318,905 1,416,096

売上総利益 485,383 727,836

販売費及び一般管理費 381,171 383,715

営業利益 104,211 344,120

営業外収益

受取利息 13,921 8,544

受取配当金 988 964

その他 3,160 5,596

営業外収益合計 18,070 15,105

営業外費用

支払利息 74 45

為替差損 842 606

自己株式取得費用 － 210

営業外費用合計 916 862

経常利益 121,365 358,363

特別利益

固定資産売却益 － 1,154

貸倒引当金戻入額 900 －

特別利益合計 900 1,154

特別損失

固定資産売却損 41 －

固定資産除却損 10 32

投資有価証券評価損 － 3,446

たな卸資産評価損 10,184 －

減損損失 578 4,488

特別損失合計 10,814 7,967

税金等調整前四半期純利益 111,450 351,551

法人税、住民税及び事業税 108,600 200,942

法人税等調整額 △56,221 △31,909

法人税等合計 52,379 169,033

四半期純利益 59,071 182,517
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 111,450 351,551

減価償却費 40,578 33,975

投資有価証券評価損益（△は益） － 3,446

固定資産売却損益（△は益） 41 △1,154

固定資産除却損 10 32

たな卸資産評価損 10,184 －

減損損失 578 4,488

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,067 △65,006

前払年金費用の増減額（△は増加） － △18,565

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,033 38,983

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,167 4,340

アフターサービス引当金の増減額（△は減少） △3,265 3,599

貸倒引当金の増減額（△は減少） △900 6,237

受取利息及び受取配当金 △14,909 △9,509

支払利息 74 45

売上債権の増減額（△は増加） 889,726 △782,466

たな卸資産の増減額（△は増加） 399,439 △132,477

仕入債務の増減額（△は減少） △255,507 123,109

未払金の増減額（△は減少） 68,231 35,636

前受金の増減額（△は減少） △213,677 576,517

その他 △5,020 △60,980

小計 1,042,966 111,803

利息及び配当金の受取額 12,435 7,926

利息の支払額 △74 △46

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △216,095 93,589

営業活動によるキャッシュ・フロー 839,231 213,273

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） － 400,000

有価証券の取得による支出 △2,750,000 △2,450,000

有価証券の償還による収入 1,700,000 2,050,000

有形固定資産の取得による支出 △51,012 △21,278

有形固定資産の売却による収入 0 2,498

無形固定資産の取得による支出 △832 △12,958

投資有価証券の取得による支出 △300 △300

長期貸付けによる支出 － △5,500

長期貸付金の回収による収入 1,050 2,109

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,101,093 △35,430

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △441 △593

自己株式の取得による支出 △689 △21,157

配当金の支払額 △116,095 △58,197

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,226 △79,948

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,265 5,285

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △391,354 103,180

現金及び現金同等物の期首残高 1,655,262 761,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,263,908 864,523

㈱小田原エンジニアリング（6149）平成22年12月期　第２四半期決算短信

－8－



該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

当グループは、モーター用巻線設備の開発、設計・製造、販売を行っており、事業の種類別では一つ
のセグメントに属しております。従いまして、事業の種類別セグメント情報の開示は行っておりませ
ん。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する国又は地域 

北米－米国 

３ たな卸資産については、当第１四半期連結会計期間より、主として個別法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これにより、従来の方法によ

った場合に比べて日本における営業利益が1,678千円減少しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する国又は地域 

北米－米国 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

日本
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 1,683,025 121,262 1,804,288 ― 1,804,288

 (2) セグメント間の内部売上高又は 

振替高
5,367 ― 5,367 (5,367) ―

計 1,688,393 121,262 1,809,655 (5,367) 1,804,288

営業利益又は営業損失（△） 318,459 △3,618 314,840 (210,629) 104,211

日本
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 2,025,268 118,664 2,143,932 ― 2,143,932

 (2) セグメント間の内部売上高又は 

振替高
9,233 ― 9,233 (9,233) ―

計 2,034,501 118,664 2,153,166 (9,233) 2,143,932

営業利益又は営業損失（△） 573,980 △14,630 559,349 (215,228) 344,120
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前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

北米 －米国、メキシコ、カナダ 

アジア－中国(香港を含む)、台湾、タイ、インドネシア、韓国 

その他－ブラジル、スロベニア、スロバキア 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

北米 －米国、メキシコ 

アジア－中国（香港を含む）、韓国、タイ、インドネシア、台湾 

その他－ドイツ、スロベニア、ブラジル 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

〔海外売上高〕

北米 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 145,520 948,617 61,264 1,155,403

Ⅱ 連結売上高(千円) 1,804,288

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

8.1 52.6 3.4 64.0

北米 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 115,790 709,744 59,474 885,008

Ⅱ 連結売上高(千円) 2,143,932

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

5.4 33.1 2.8 41.3

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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